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梶 田 泰 司

Some visible characters of parasitized Ceroplastes 
            pseudoceriferus Green 

             Hiroshi Kajita

は じ め に

1932年,rentonandWaiteは ワ タ の 種 実 に せ

ん 孔 す る ワ タ ア カ ミム シPectinop{foragossypiella

Saundersの 発 育 状 態 をX線 を利 用 して 調 べ た が,X

線 を使 つ た同 様 の 研究 は そ の後 もFisherandTasker

(1940)お よ びMilner,LeeandKatz(1950)に ょ

り木 材 お よ び 種 実 の害 虫 に つ い て そ れ ぞれ 行 な わ れ

た.最 近 で は,Rolling(1958)が マ ツ ノキ ハ バ チ

NeodiprionsertiferGeoifroyの 健 全,被 寄 生 お よ び

罹 病 個 体 を 判 別 す る 一 法 と して 放 射線 を 利 用 して い

る.こ れ とは別 に,寄 主 体 内 に産 み こまれ た寄 生 蜂 の

卵 の調 査に は,寄 主 をchloralhydrate-pheno11?11X-

toreに 浸 す方 法が 採 用 され て い る(Griffiths,1960;

SubbaRaoら,1961).こ れ らの 方 法 は寄 主 体 内で 生

育 して い る寄 生 虫 の発 育 状 態 を 明 らか にす る に は確 実

な方 法 で あ り,直 接 ま た は間接 的 に カイ ガ ラ ム シ類 に

も応 用 で き る可 能 性 が あ るが,野 外 な ど で健 全 な 個体

と寄 生 され た それ と を簡 単 に判 別 した い場 合 には 不適

当 で あ る.そ こで著者 は,上 に述 べ た方 法 と は別 に,

ツ ノ ロ ウ カ イガ ラ ・ム シCeroplastespseudoceriferus

Greenの 体 の大 き さ,腹 面 の 色 な ど に よつ て 被 寄生

個 体 を判 別 す る方 法 を見 出 そ う と した.

調 査 方 法

供 試 虫 は1961年 お よび1962年 に 九 州大 学 構 内の ナ

ギPodocarpusNagiZoll.etMoritziか ら 採 集 した

ツ ノ ロウ カ イ ガ ラム シ 雌 虫 で,調 査は1カ 月 ご と に

80-100頭 を 採 集 して 実 験 室 に 持 ちか え り,腹 面 を

上 に して ス ラ イ ドグ ラス上 に 並べ,顕 微鏡 下 で 腹 面 の

長 さ お よび 幅 を 測 定 した後,腹面 の仏 を カラ ー カー ド

で 比色 し,さ らに それ を解 剖 して 寄 生 蜂 の有 無,そ の
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種類および発育状態について調べた.ま た,ツノロウ

カイガラムシの腹面の色とそのカイガラムシの体内で

生育している寄生蜂の種類との関連性を知るために,

1961年9-10月,前 記と同一場所で採集 した寄被生

ツノロウカイガラムシの腹面の仏を比仏 した後,試 験

管にカイガラムシを1頭 ずつ入れて,羽 化する寄生蜂

の種類を記録した.

調 査 結 果

A.健 全なカイガラムシおよび被寄生カイガラムシ

における体長および体幅の季節的変化.

健全なカイガラムシおよび被寄生カイガラムシにお

ける体長および体幅の季節的変化は第1図 および第2

図 に示すとおりである.5月 における健全なカイガラ

ムシの体長の分布範囲は2.5-5.5mmで,そ のピーク

は4.0mmの ところにあるが,被 寄生カイガラムシの

分布範囲は2.0-4.0mmで,そ のピークは2.5mmの

ところにある.一 方同月の体幅は,健 全なカイガラム

シにおける分布のピークが3.0mmの と ころにあるの

に対 して,被 寄生カイガラムシの それは1.5mmと

2.0mmの ところにある.9月 における体長について

は,健 全な カイガラムシ は0.5-2.0mmに 分布する

が,被 寄生 カイガラ ムシで は0.5-1・5mmに 分 布

し,両 者の体長の間には大きな差がなく,ま た体幅で

も両者の分布状態はほぼ等 しくなつている.10月 以

降における健全なカイガラムシの体長はさらに伸長し

て,12月 にはピークが4.0mmに 達するが,そ の後は

あまり変らない.一 方の被寄生カイガラムシの体長も

11月 に2.5mmま で伸長 しているが,そ の後は変化が

見 られない.そ してこの傾向は両者の体幅においても

同様に観察される.

B,ツ ノロウカイガラムシの腹面の色と寄生蜂の発

育状態

一般に健全なツノロウカイガラムシの背面は白色の

ロウ物質でおおわれており,腹 面は赤紫色を呈してい



Fig 1. Seasonal change of the length of body of the parasitized or 

  non-parasitized scale. Full line indicates the non-parasitized scale. 

  Broken line indicates the parasitized scale.

るが,寄 生されたカイガラムシの腹面の色は寄生蜂の

発育につ れ て 茶也から黒色に変化 し,ま た寄生され

たカイガラムシが幼虫の場合は背面のロ ウ物質はやや

黒化して見える.そ こで,ツ ノロウアカヤ ドリコバチ

AnicetusceroplastisISllii成 虫の発生時期を基準にし

てツノロウカイガラムシの腹面の色と寄生蜂の発育状

態との関連性を見ると,第1表 に示すとおりである.

まず,5-6月 における赤色系のカイガラムシの体内

で生育 している寄生蜂はすべて幼虫態であるが,茶 色

系のカイガラムシでは幼虫と蛹が見られ,黒 色系のも

のでは大部分が蛹で,ま れに幼虫が見られる.次 に,

9-11月 に おける赤色系では5-6月 の調査結果と

同様にすべて幼虫態が見られ,茶 色系のものでは幼虫

と蛹,ま た黒色系のものからは老熟幼虫,蛸 および羽

化はしているがまだ寄主の殻を食いやぶつていない成

虫が見られる,な お,今 回供試のツノロウカイガラム

シの寄生蜂は その90%が ツノロウアカヤ ドリコバチ

で占められているので,第1表 に示 したカイガラムシ

の腹面の色の変化はこのコバチの発育状態を反映して

いるといえよう.

c.被 寄生ツノロウカイガラムシにおける腹面の色

と寄生蜂の種類

体内の寄生蜂が老熟幼虫または蛹の状態にあるカイ

ガラムシにおける腹面の仏とその寄生蜂の種類との関



Fig 2. Seasonal change of the width of body of the parasitized or 
  non-parasitized scale. Full line indicates the non-papasitized scale. 

  Broken line indicates the parasitized scale.

Table 1. Relation between the colour of the underside of parasitized scale 

    and the developmental stage of the parasite inside the scale.



Table 2. Colour change of the underside of scale parasitized by several 
    species of parasites during their larval and pupal stages.

Colour of the underside of scale 

   Black or dark brown 
   Light brown 

   Yellowish brown 
   Orange 

   Reddish brown 
   Ivory 

   No. of scales examined

連性について見 ると,第2表 に示すようにツノロウア

カヤ ドリコバチに寄生されたカイガラムシの腹面 は大

抵こげ茶(前 項では黒色系に相当する)ま たは茶色系

で あり,ま た ルビーフサヤ ドリコバチCheiloneurus

ceroplastisIshiiお よびTetrastichussp.に 寄生され

たものは こげ茶色で あり,ル ビークロヤ ドリコバチ

CoccaphagushawaiiensisTimberlakeに よるものは

だいだい色をr-iしている.

考 察

健全な昆虫と寄生されたそれとの間で,外 観上判然

とした相違点があれば応用上好都合であるが,今 回供

試のツノロウカイガラムシの場合は5-9月 には健全

な個体と寄生された個体との間には殆んど差がない.

しか し,10月 になれば 両者の 間に体の大きさの差が

生 じ,そ の差は12月 まで時間の経過に伴つて大きく

なる.と ころで,寄 生されたカイガラムシの大きさの

時間的変化を述べるには,ま ずカイガラムシおよび寄

生蜂の生活史を明らかにしておくべきであろう.ツ ノ

ロウカイガラムシは年1回 の発生で,6-7月 に幼虫

が出現 し,一 方 このカイガラムシの寄生蜂の中での優

勢種ツノロウアカヤ ドリコバチは年2回 の発生で,そ

の最盛期は7月 中ド旬 および9月 上中旬で ある.さ

て,6-9月 における健全なカイガラムシと寄生され

たカイガラムシの体の大きさは類似 していたが,こ れ

はカイガラムシの体の大きさの絶対値が小さいという

ことはともかく,ツ ノロウアカヤ ドリコバチ第1回 成

虫が産んだ卵,幼 虫および蛹の各発育期間の合計は約

40日 であり,こ の よ うな比較的短い期間内には健全

なカイガラムシでもあまり伸長しないために両カイガ

ラムシの間には大きな差ができず,ま た9月 には同コ

バチ第2回 成虫が出現するが,そ の頃はカイガラムシ

が寄生蜂に寄生されても,寄 生蜂の卵および幼虫の発

育は第1回 成虫が産んだ卵やそれから孵化 した幼虫よ

りも遅いので,寄 生の効果はカイガラムシの大きさの

上には現われないためと思われる.と ころが,10月 に

なれば,健 全なカイガラムシが順調に伸長生長を続け

るのに比べて,寄 生されたカイガラムシでは,そ の体

内の寄生蜂の幼虫が発育するために,発 育が阻害 さ

れ,体 の伸長は停止する.12月 になれば,カ イガラム

シは休眠に入り,ま たそのころカイガラムシ体内にい

る寄生蜂の幼虫も休眠するので,両 者の発育は休止す

ることになり,両 カイガラムシの体の大きさの差は一

定 してくる.そ して,3-4月 に,カ イガラムシおよ

びその寄生蜂の活動が再開されて も,健 全なカイガラ

ムシは殆んど伸長せず,一 方の寄生されたカイガラム

シももはや伸長する能力がない.従 つて,こ の頃の両

カイガラムシの体の 大きさは12-2月 の ものとあま

り変らないようである.

と ころで,今 回の調査とは少 し趣を異にしたつぎの

実験では,昆 虫の生息密度は昆虫の体の大きさにあま

り大きな影響をおよぼさないようである.す なわち,

岸本(1953)に よれば,ア ズキゾウムシCallosobruchus

chinensisLinneで は生息密度を 変 え る と,翅 長の

分布は高密度の方が広 くな るが,翅 長の平均値はあ

まり変 らない よ うで あり,ま た ヨトウガBarathra

brassicaeLinneの 翅長は密度区の 間に差が殆んどな

い(平 田,1956).ま た,野 外におけるルビー1:ロウカ

イガラムシCeroplastesrubensMaskellで は 生息密

度と休の大きさとの問には判然とした相関がないよう

である(大 酉,1955)が,今 回のツノロウ カイガラム

シについての一般的な観察でも,生 息密度と体の大き

さとの間には明らかな相関がないので,す でに述べた

ような体長の季節的変化は生息密度とあまり関係ない

ものと見なされよう.

寄生されたカイガラムシ,ア ブラムシなどの体の色

が黒化することは周知の事実である.す なわち,ヨ ト

ウタマゴバチTrichogrammaevanescensWestwood



お よ びT.ecnbryophagc〃n(Hartig)に 寄 生 され た

Estigrneneacrea(Drury)の 卵 は 寄 生蜂 が 前蛹 に な

る と黒 化 す る とい われ(Flanders,1937),こ の 卵 に

お け る黒 変 物 質 は 寄主 体 内 に存 在 す るチpシ ンが 寄 生

蜂 幼 虫 の分 泌 す るチ ロシ ナ ー ゼ の作 用 によ り メ ラニ ン

に 変 るた め に 生 ず る の で は な い か と 考 え られ た(深

谷,1950)が,こ の 被 寄生 卵 の 色 の変 化 はそ の 後 大竹

(1956)な ど に よ り 被 寄生 個 体 数 お よび 寄 生 蜂 の生 存

日数 の 調 査に応 用 され て い る.そ の他 の 昆 虫 で は,ル

ビー ア カヤ ド リコバ チAnicetusbeueficusIshiiet

Yasumatsuに 寄 生 され たルビーロウ カ イガ ラ ム シが

黒 化 す る(田中 ・井上,1961).こ れ らの 寄 生 蜂 の 生

理 作 用 と ツ ノロ ウ ア カヤ ド リコバ チの そ れ と はい さ ざ

か 異 な るか も知 れ な い が,今 回 の被 寄 生 カイ ガ ラ ム シ

の腹 面 お よび 背 面 に お け る変 色 が 寄 生 蜂 が幼 虫 か ら蛹

に な る 間 で見 られ る こと は 明 らか に 寄 生 に よ り生、じる

こと を示 唆 す る もの で あ り,し か もこ の現 象が 幼 虫 の

両 側 に メコ ニ アが 形 成 され,ま た 寄 主 体 内 の寄 生 蜂 を

包 む よ う に してsheathが 形成 さ れ る時 期 以 降 に見 ら

れ るこ とは 興 味 あ る事 実 で あ るが,現 在 の とこ ろ そ の

詳細 は 明 らか で な い.

次 に,被 寄 生 カ イガ ラム シ の 腹 面 の 色 と 寄 生 蜂 の

種 類 に つ い て は,と く に ル ビー ク ロヤ ド リコバ チ

に 寄 生 され た カ イガ ラム シ にお け る腹 面 の色 が そ の他

の もの に寄 生 され た場 合 と異 な る こ とが注 目 され る

が,こ れ と類 似 の 現 象 はCoccophagusbasalisCom.

pereに 寄生 され た ヒ ラタ カ タ カ イガ ラム シCoccus

hesperidurnLinne,オ リー ブ カ タ カ イガ ラム シSaisse-

tiaoleaeBernardお よび ク ロ カ タカ イ ガ ラム シS.

nigraNietnerに つ い て も見 られ る よ うで あ る(Flan-

dersら,1961).

以 上 の よ うに,健 全 な カ イガ ラ ム シ と被 寄 生 の そ れ

との 間 に は体 の大 き さの み で な く,腹 面 の 色,ま た 時

に は背 面 の色 に おい て あ る程度 の差 異 が生 じた が,こ

れ ら は両 者の カ イガ ラ ム シを 区 分 す る上 で 一 つ の 目安

を 提 供 す る もの と思 われ る.

摘 要

1.1961-1962年 に,被 寄 生 ツ ノ ロウ カ イ ガ ラム シ

の特 徴 を 知 る 目的 で ナ ギ加 害 の ツ ノ ロウ カ イ ガ ラム

シ の体 長,体 幅 お よ び 腹 面 の色 の 季 節 的変 化 を 調 査

した.

2.9月 にお け る 被 寄 生 カ イ ガ ラ ム シと 健 全 な カ イ

ガ ラム シ の体 長 お よび 体 幅 は それ ぞ れ ほ ぼ等 しい が,

10月 以 降 に おい て は 被 寄生 カ イガ ラム シ の体 は健全

なものに比べて明らかに小さい.・

3.健 全なカイガラムシに おける腹面の色は赤紫色

であるが,寄 生されたもののそれは寄生蜂の発育に伴

つて茶色から黒色またはだいだい色に変化する.寄 生

蜂が蛹化 期を過ぎると被寄生カイガラムシにおける腹

面の仏は寄生蜂の種類によつて異なつた変化を示し,

ツ ノロウアカヤ ドリコバチ,ル ビーフサヤ ドリコバチ

およびTetrastichusSP.に 寄生されたものは黒色に,

ル ビークnヤ ドリコバチに寄生されたものではだいだ

い色になる.ま た,被 寄生カイガラムシが若て}幼虫の

時にはその背面が黒化することがある.
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                                      Summary 

   The present paper concerns some visible characters of Ceroplastes pseudoceriferus Green 

parasitized by four species of hymenopterous parasites. 
   There is almost no difference in the body size in September between the healthy and para-

sitized scales. During August to April the body size of parasitized scale is not so large as that 
of the healthy one. 

   Colour change of the underside of the parasitized scale does not occur until the parasite 
develops to the stage of prepupa. Ventral colour of the scale parasitized by Anicetus ceroplastis 
Ishii, Cheiloneurus ceroplastis Ishii and Tetrastichus sp. becomes dark brown finally and that of the 
scale by Coccophagus hawaiiensis Timberlake is faint orange. Dorsal colour of the scale parasitized 
by Anicetus ceroplastis Ishii is faint black, if the scale is young. 

   These visible characters mentioned above may be often useful to detect the parasitized scales 
in the field.


